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篠
崎
文
化
プ
ラ
ザ
は
図
書
館
を
は
じ
め
、
総
合
人

生
大
学
な
ど
い
く
つ
か
の
「
文
化
資
源
」
が
そ
ろ
っ

て
い
ま
す
。
と
は
い
え
ま
だ
魅
力
度
を
ア
ッ
プ
し
て

い
く
余
地
が
多
く
残
っ
て
お
り
、
館
長
と
し
て
「
篠

崎
文
化
プ
ラ
ザ
お
こ
し
」
を
常
に
意
識
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
さ
て
、
そ
こ
で
。

「
葛
巻
（
く
ず
ま
き
）
町
」
と
い
う
自
治
体
を
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
。
岩
手
県
に
あ
る
人
口
7
千
人
ほ

ど
の
丘
陵
の
町
で
す
。
「
ミ
ル
ク
と
山
ぶ
ど
う
の
地

ワ
イ
ン
と
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
町
」
と
し
て
こ

の
と
こ
ろ
め
き
め
き
注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
が
、
以

前
は
ほ
ん
と
う
に
な
ん
に
も
な
い
ハ
ン
グ
リ
ー
な
土

地
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

元
来
が
ワ
イ
ン
好
き
、
そ
れ
も
日
本
各
地
の
地
ワ

イ
ン
に
目
の
な
い
わ
た
し
は
「
ワ
イ
ン
＆
山
ブ
ド
ウ

源
流
考
」
（
ふ
た
ば
ラ
イ
フ
新
書
）
と
い
う
本
が
１

９
９
８
年
に
出
版
さ
れ
る
や
否
や
読
み
切
り
ま
し
た
。

当
時
、
葛
巻
町
の
山
ぶ
ど
う
ワ
イ
ン
は
同
書
の
著
者

に
開
発
指
導
を
受
け
て
い
ま
し
た
が
、
五
里
霧
中
の

あ
り
さ
ま
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
10
年
の
う
ち
町
の

リ
ー
ダ
ー
た
ち
は
ワ
イ
ン
を
軸
に
夢
の
あ
る
施
設
を

創
案
し
て
町
は
あ
れ
よ
あ
れ
よ
の
発
展
を
遂
げ
た
の

で
す
。

「
篠
崎
文
化
プ
ラ
ザ
お
こ
し
」
は
、
各
施
設
が
す

で
に
あ
る
「
モ
ノ
」
に
あ
ぐ
ら
を
か
か
ず
「
ハ
ン
グ

リ
ー
精
神
」
に
立
ち
返
る
こ
と
か
ら
は
じ
ま
る
で

し
ょ
う
。
そ
れ
は
、
図
書
館
な
ら
ば
、
本
棚
に
本
を

並
べ
て
の
ほ
ほ
ん
と
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
原
野

か
ら
山
ぶ
ど
う
の
価
値
を
引
き
出
す
よ
う
に
、
館
内

に
込
め
ら
れ
て
い
る
情
報
を
外
に
ぐ
い
ぐ
い
還
流
さ

せ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。
た
と
え
ば
図
書
館
の

特
集
展
示
や
イ
ベ
ン
ト
は
１
回
ご
と
に
完
結
す
る
の

で
は
な
く
、
館
外
と
の
つ
な
が
り
の
発
端
と
と
ら
え

て
企
画
し
て
い
ま
す
。

岩
手
の
野
山
を
渉
猟
し
て
や
ま
な
か
っ
た
の
は
宮

澤
賢
治
。
彼
の
「
か
し
わ
ば
や
し
の
夜
」
を
読
み
な

が
ら
、
今
夜
は
葛
巻
に
思
い
を
馳
せ
て
み
ま
し
ょ
う

か
。清

作
は
、
一
等
卒
の
服
を
着
て

野
原
に
行
っ
て
、
ぶ
ど
う
を
た
く
さ
ん
と
っ
て
き

た
。

清
作
は
、
ぶ
ど
う
を
み
ん
な
し
ぼ
り
あ
げ

砂
糖
を
入
れ
て

瓶
に
た
く
さ
ん
つ
め
こ
ん
だ
。

清
作
が
、
納
屋
に
し
ま
っ
た
葡
萄
酒
は

順
序
た
だ
し
く

み
ん
な
は
じ
け
て
な
く
な
っ
た
。

図書
館報

●

ぷらっつぷらっつぷらっつ☆☆☆篠崎篠崎篠崎

図書館主催講演会

「シニア海外ボランティア、がんばる！

－キャリアを生かして国際協力－」

講師 山内順三氏

（国際協力機構（JICA） シニア海外ボラン
ティア平成１９年第４次隊）

・日時： 11月30日（日）14時～16時

・場所： 篠崎文化プラザ 講義室

・定員： 100名（先着順）どなたでも参加できます

・入場料：無料

・問合せ：篠崎図書館（03-3670-9102）まで

イベント情報１１月・１２月

～大人のための映画会～

ライブラシネマ篠崎

第１回上映作品「素晴らしき哉、人生」

１１月２３日（日） １４：００～１６：３０

第２回上映作品「セカンドコーラス」

１２月１３日（土） １４：００～１６：００

・場所： 篠崎文化プラザ 講義室

・定員： ５０名（先着順）

どなたでも参加できます

・入場料：無料

・問合せ：篠崎図書館

（03-3670-9102）まで

☆特集展示☆

「手紙」 １１月１日～３０日

「あの人に何を贈ろう」 １２月１日～２７日



インターネットやデジタル
情報データベースを無料で使
用できるスペースです。 特にデ
ジタル情報ベースはビジネスや
生活情報など様々なシーンに
役立つものが揃っています。

●要目
利用時間：３０分

（３０分延長可）
席数 ：７席

（うち1席はデータ
ベース専用）

（利用可能データベース）
・聞蔵Ⅱビジュアル
・日経テレコン２１
・ＪａｐａｎＫｎｏｗｌｅｄｇｅ
・ＬｅｘｉｓＮｅｘｉｓ ＪＰ
・ルーラル電子図書館
・官報情報検索サービス

インターネットや
デジタル情報データ
ベースを駆使して
調べものを！

ＩＴ
コーナー

図書館の新しいサービス
－Ｔｈｅ Ｌｉｂｒａｒｙ’ｓ Ｎｅｗ Ｓｅｒｖｉｃｅ－

CDやDVDを視聴するための
スペースです。
また、映像情報ネットで
大正、昭和のなつかし映像や
石田衣良さんによる作品紹介
などバラエティ豊かな映像を閲
覧することができます。

●要目
利用時間：３０分

（３０分延長可）
席数 ：３席

（２人用２席）
（１人用１席）

（映像情報ネット）
・２３コンテンツ視聴可能

主な視聴可能コンテンツ
・関東大震災
・東京タワー完成
・両国花火
・小松菜料理 など

AV
コーナー

CDやDVDの視聴、
映像情報ネットの
鑑賞に！



当館では新しいサービスのスペースを提供しており、使い勝手を実感して
いただくために広く利用をよびかけています。いずれもカウンターで「かしだし
けん」（メディアワークルームのみ住所の確認できるものでも可）を提示して
いただいて使用申込を受け付けています。（予約制ではありません）

図書館の資料を使って調べも
のをすすめることができる専門
の部屋です。
少人数でまとまった調べものを
したいとき、会議の資料集めや
プレゼンテーションの事前準備
にお役立て下さい。

●要目
利用時間：４時間

（１時間延長可能）

部屋数： ３室（A,B,C）

利用人数：
（研究室A）４人以上８人まで
（研究室B）２人以上４人まで
（研究室C）２人以上４人まで

※小学生以下のみの
グループの利用は
できません。

図書館資料を使用し
たグループでの調査
や研究に！

グループ
研究室

現代ビジネスマンに必携のア
イテムであるパソコン（電子機
器等）を持ち込んで作業出来る
部屋です。パソコン用の電源供
給はもちろん、公衆無線LANで
インターネットも使用することが
出来ます。
室内には就業・ビジネスに役
に立つパンフレット類を置いて
います。

●要目
利用時間：
［午前］：９時～１２時５０分
［午後］：１３時～１６時５０分
［夜間］：１７時～２１時３０分
※入れ替え制のため、時間
になったら一旦退席して
いただきます。

席数：１２席

（利用可能無線LAN）
NTT東日本がサービスする
「フレッツスポット」

静かな空間に
パソコンを持ち込ん
で作業を！

メディア
ワークルーム



都営新宿線の各駅の駅前スペースに、
潮位表示板があるのをご存知でしょう
か。2本足の柱に緑、赤、黄、青の4枚
の板が取り付き、近未来的なフォルム
で突っ立っています。土地の7割が海面
下にあり、生活が堤防に守られている
江戸川らしい仕掛です。
画像は瑞江駅前に設置されている表
示板で、緑の板はこの至近の堤防の高
さ（A.P.＋5.8m）を示しています。も
し、極悪台風が直撃コースで襲来した
ら、赤い板の高さまで高潮が押し寄せ
るそうです。ちなみに篠崎駅前の至近
の堤防の高さはA.P.＋8.5mあり、瑞江
より安心（？）。

このコーナーでは、篠崎図書館で働くスタッフが、ほとんど個人的趣味で選んだオススメ本やCDを毎号紹介してまいります。

今号は、新人のKさんが選んだ、感動作です。

「光とともに… 自閉症児を抱えて 」 戸部けいこ著

自閉症という言葉は知っていたが、それを持つ方々が
実際どのように暮らしているのか、このマンガを読むま
では全く知らなかった。大学では自閉症に関する研究に
携わっていた事もあったのだが、恥ずかしながらその当
時も、授業で習った自閉症を持つ人々の特徴のみを漠然
と知っていただけだったのだ。
光（ひかる）くんという一人の自閉症を持つ男の子の
主人公の成長を通じて、自閉症についての理解を深める
事が出来るようになっている。よく考えてみると、小説
などの文章やドキュメンタリーなどの映像とはまた違い、
様々な登場人物の視点を交えながら1つのストーリーを織
り成していくというマンガならではの手法が、この一見
難しいトピックを分かりやすく、そして心に響かせるも
のとして描き出すことを可能にしている気がした。
読み進んで中で幾度も涙したのは、主な語り手である
光くんの親の気持ちにいつの間にかなっていて、光くん
の成長を共に見守っていたからだと思う。

親自身や周りの自閉症への理解・支援が足りない事か
ら様々なトラブルに巻き込まれる事もあるが、徐々にサ
ポートや理解が得られるようになると、親子の気持ちは
段々落ち着いていき、明るく「光とともに」暮らしてい
けるようになる様子が描かれていて、実に温かい気持ち
になる。タイトルの「光とともに…」という意味は他に、
光くんがキラキラと光るものを見ているのが大好きだか
ら、光くんは「光とともに」ずっと生きていくという意
味もあるのかなとふと思った。
自閉症の症状は人によって実に様々なのだそうで、そ

れはいわゆる「健常者」が様々な個性や価値観を持つの
とまた変わらないのではと感じた。「障害者」という表
現は間違いで正しくは「障害のある社会」、つまり色々
な個性を持つ人々が平等に生きていくための、制度・支
援・理解が欠けている社会をそう呼ぶのが正しい表現な
のでは、と思わざるを得ないのである。

（篠崎図書館に所蔵しています 726ト）

図書館と同フロアでカフェと伝統工芸品の販売をしています。

スタッフのセレクション！ その第３回

おいしいコーヒーを飲みながら、ゆっくり読書を。

★図書館利用者特典★

「かしだしけん」をご提示いただきますと、スタンダードコーヒー
が20％割引になります。

ところでA.P.とはArakawa 
Peilの略で、あの荒川と、オラン
ダ語で基準面を意味するpeilを組
み合わせた、1874（明治6）年
以来使われている水位表記です。
明治新政府は近代水利工事の技術
導入を、その道の世界的オーソリ
ティーであるオランダに求めたの
で技術用語としてpeilが定着して
しまいました。
司馬遼太郎の「街道をゆく」シ

リーズのうち「オランダ紀行」を
読むと、阿蘭陀人御雇（おやと
い）技師の仕事ぶりがわかります。
これまでに何度も水びたしになっ
た経歴がある江戸川区にあっては
潮位表示板はなかなか説得的です。

（miningとは：資源や情報を掘
り出すこと） 瑞江駅の潮位表示板

江戸川まいにんぐ

潮位表示板

発掘 第3回


